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報告内容

１．プロジェクトの目的



表町商店街概要

〇設立：1961年（2020年現在60期目）
〇店舗数：270店舗
〇来場者総数：平日5900人、休日8100人

＜ハード事業＞
・電子マネーの対応
・商店街エリアのフリーWi-Fi化
・免税一括カウンターを設置

＜ソフト事業＞
年間を通じ多彩なイベントを開催する
とともに、エリア商業施設と連携し表
町エリアの魅力発信に取り組む



プロジェクトの目的

表町商店街連盟との意見交換の際
商店街が無くなっても消費者は困らないのでは？

商店街の活性化は本当に必要なのか？

まだ多くの人が表町商店街を必要としている人がいる

表町商店街の良さを多くの人にプロモーションしたいが個人店舗がほとんどな
ので活性化活動に取組める店舗体力がないのが現状

学生の目線から表町商店街の魅力をプロモーションしてたくさんの人を招致したい

今年度は「ストリートラボ」という実験色をより一層強め、商店街とコラボしながら地域活性化に向けて
「ストリート」上での「ラボ」活動を展開していきたい。



リサーチを通して

課 題 空き店舗問題など表町商店街に訪れる人が減少

原 因
・大規模商業施設の需要の拡大
・ネットショッピングサイトの普及
・店舗の後継者不足

〇表町商店街店舗の現状

〇私たちが考えるプロモーション案

解決策 表町商店街の魅力をプロモーションできるイベントを企画

効 果
表町商店街の魅力を知ってもらうきっかけになり
イベント以降の集客力が増加



報告内容

２．プロジェクト内容



プロジェク内容

ターゲットを子供に絞り次世代に表町商店街を

知ってもらうきっかけを作り上げるイベントを開催

昨年課題を生かして顧客参加型イベントに変更し更に表町商店街店舗
との連携を図ったイベントを企画
開催場所は下之町天満屋前

今年度で4回目の開催となったファッションストリートラボ
4年間にわたって表町商店街連盟との信頼関係が構築できた



表町商店街概要

イベント開催日 2019年12月22日（日）

イベント開催時間 11時00分～15時00分

イベント開催場所 表町商店街下之町（天満屋前）



全体の取り組み

7月～12月 学内定例会議（毎週木曜日14時50分～16時20分）

7月4日 表町商店街連盟との今年度の方向のすり合わせ

7月31日
表町商店街連盟とのキックオフミーティング
企画説明と質疑応答
表町商店街についての意見交換会・勉強会

9月4日 表町商店街連盟とのミーティング

10月26日 学生イノベーション推進プロジェクト中間報告会

１１月7日 表町商店街連盟最終打合せ

11月26日 当日イベント業者・音響打合せ

12月21日 最終打合せ

12月22日 ファッションストリートラボ本番

12月22・23日 表町商店街連盟・協力企業・店舗お礼回り



全体フロー（運営）
20１9年
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10月 11月 12月

企画内容決定

予算案決定

広告作成・発注

エントリーフォ―ム作成

当日スタッフ募集

SNS開設

広告掲示

店舗挨拶

本番中間報告会

アンケート作成

広告配布
当日準備

機材準備

備品準備

店舗挨拶

イベントレイアウト 業者打合せ

商店街打合せ

協賛店舗・企業募集営業

撤収作業

最終報告書作成

アンケート集計

経費まとめ



①キッズファッションショー

②スタンプラリー

③店舗プロモーション

イベント企画



①キッズファッションショー

〇天満屋前に特設ステージを設置

〇事前に30人のモデルを広告、SNSで募集。
モデルの管理はすべてGoogleフォームで参加者の質問や当日の出欠の管理を行った。

〇当日、クリスマスカラーを取り入れたコーディネートをモデルに取り入れて
もらい3.6mのランウェイを歩いてもらう。

〇審査員にベストコーディネートを審査してもらい賞をモデルに授与



②スタンプラリー

〇店舗の認知度向上イベント

表町商店街店舗6店舗に依頼して店舗内にスタンプスポットを設置参加者の
子供たちが各店舗を集めてきてステージで景品と交換するといったイベント。

保護者も同伴するので店舗側は店舗をプロモーションできるちゃんすであり
新たな新規顧客開拓ができるきっかけとなる。



③店舗プロモーション

〇ビンゴ大会

〇ステージに協賛店舗名の記載

少しでもイベント来場者に店舗を知ってもら
うきっかけになるように表町商店街店舗の
店舗名が記載された装飾品をステージ中央
に設置。

ビンゴ大会の景品はすべて表町商店街店舗からの提供品

全ての提供品をラッピングをして
店舗紹介カードを商品と同時に当選
者に配布を行った。

店舗の認知度
向上策



広報活動

Twitterメディア露出 Instagram

TwitterとInstagramのアカウントを作成し多くの人に
表町商店街の魅力とイベントの詳細の発信を行った。

広告・チラシ



報告内容

３．成果・まとめ



メディア露出

山陽新聞
KSB瀬戸内南海放送
ヤフーニュース

取り上げられたメディア

https://www.sanyonews.jp/article/970252



広報効果

15.6%

9.4%

25.0%25.0%

25.0%

Qイベントを知った経緯

メディア露出

Twitter

Instagram

広告・チラシ

偶然

その他

今後の課題
・定期的なSNSの発信
・スケジュール管理
・人的ネットワーク構築



アンケート結果

家族

80%

一人

10%

友人

7%

その他

3%

イベント

62%

買い物

22%

飲食

2%

回遊

7%

なし

7%

Q本日商店街に来た目的 Q誰と来たのか

商店街に来た目的がイベントのためと回答した人が60％
家族と来た子供が80％

目的・ターゲットは集客した通りの人が来たという成果がでた

自家乗用車

89%

徒歩

3%

バイク

4%

バス

4%

Q交通手段



Q表町商店街にあったらいいものは何か？

自由解答欄に記述されているサンプル
のテキストマイニングを行った結果

若年層・中年層共にカフェや図書館な
どのフリーな空間を求めている人が多

い傾向があることが分かった。

まとめと今後の課題


